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特
集

地域を潤す
農林水産品の輸出戦略
　2013年、和食がユネスコの無形文化遺産に登録されるなど、日本の食文化が世界的に注目を
集めています。2014年の農林水産物・食品の輸出額は6117億円、前年比11％の増加で、２年連続
で過去最高を記録しました。
　こうした中、政府も「農林水産業・地域の活力創造プラン」において、農林水産物・食品の輸出額を
2020年までに1兆円とすることを目標に掲げ、「農林水産物・食品の国別・品目別輸出戦略」を策定・
公表し、輸出促進の司令塔として「輸出戦略実行委員会」を設置するなどの取り組みを推進しています。
　今回の特集では、農林水産物の輸出促進に向けた国の取り組みを紹介するとともに、海外での
展示会などをはじめとする輸出促進に取り組む都市の事例もご紹介します。

寄稿 1
農林水産物輸出が
地域活性化に果たす役割
日本大学生物資源科学部食品ビジネス学科教授　下渡敏治

寄稿 2 農林水産物・食品輸出における自治体の役割
独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）農林水産・食品事業推進課長　白石　薫

寄稿 3 海外との経済交流の促進
根室市長　長谷川俊輔 

寄稿 4
「果樹王国ひがしね」を海外に向け発信

〜海外マーケットにおける東根産農産物のブランド化を目指す〜
東根市長　土田正剛

寄稿 5
全国のブドウ産地が連携
オールジャパンで輸出を促進
甲州市長　田辺　篤
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寄稿 1
農
林
水
産
物
輸
出
が

地
域
活
性
化
に
果
た
す
役
割

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
教
授　

下し
も
わ
た
り渡
敏と

し
は
る治

　
な
ぜ
農
林
水
産
物
の 

　
輸
出
促
進
が
必
要
な
の
か

　

昨
年
５
月
に
公
表
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
増
田
レ

ポ
ー
ト
」（
日
本
創
生
会
議
）
以
降
、
地
方
都
市
の
衰

退
化
に
対
す
る
懸
念
が
高
ま
っ
て
お
り
、
政
府
も
地

方
創
成
に
全
力
で
取
り
組
む
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
た
わ
が
国
で
は
毎
年

20
万
人
を
超
え
る
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、
現
在

１
億
２
７
０
８
万
人（
平
成
26
年
10
月
時
点
）の
総
人

口
は
２
０
５
０
年
に
は
９
０
０
０
万
人
台
に
減
少
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
人
口
の
減
少
は
経
済
規
模

と
国
内
市
場
の
縮
小
を
も
た
ら
し
、
経
済
活
動
や
地

域
産
業
の
衰
退
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
人
口

減
少
と
超
高
齢
社
会
の
下
で
、
い
か
に
し
て
地
域
産

業
の
活
性
化
を
図
る
か
が
緊
喫
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
安
倍
政
権
の
成
長
戦
略「
日
本
再
興
戦
略
」の
一

環
と
し
て
、
わ
が
国
の
農
業
・
食
産
業
に
関
す
る
政

策
が
矢
継
ぎ
早
に
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
①
わ
が
国

の
食
文
化
の
海
外
普
及
と
並
行
し
て
、
②
食
産
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
、
③
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
促
進
を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
世
界
の
料

理
界
で
の
日
本
食
材
の
活
用
促
進
（M

ade FRO
M

 
Japan

）、
日
本
の
「
食
文
化
・
食
産
業
」
の
海
外
展

開
（M

ade BY
 Japan

）、
日
本
の
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
促
進（M

ade IN
 Japan

）の
い
わ
ゆ
る

Ｆ
Ｂ
Ｉ
戦
略
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
６
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
戦
略
│M

ade W
IT

H
 Japan

の
推
進
│
」

も
そ
う
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
一
つ
で
あ
る
。

さ
ら
に
政
府
は
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）の
締
結
を
見
据

え
て
、
①
農
地
集
積
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
（
農
業
の

国
際
競
争
力
向
上
）、
②
農
業
者
・
農
村
地
域
の
所

得
倍
増
計
画（
現
在
の
４
兆
円
を
８
兆
円
に
）、
③
食

産
業
の
規
模
を
１
０
０
兆
円
に
拡
大
す
る
（
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
）
と
い
っ
た
国
内
対
策
も
同

時
に
推
進
し
て
ゆ
く
構
え
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
政
策

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
地
域
経
済
統
合
（
経
済
連
携

協
定
、
自
由
貿
易
協
定
）
の
進
展
と
い
う
農
業
・
食

産
業
を
含
め
た
産
業
の
国
際
調
整
の
過
程
で
、
こ
れ

ま
で
国
内
問
題
と
い
う
次
元
で
の
み
対
応
し
て
き
た

政
府
の
政
策
も
相
手
国
の
要
求
を
受
け
入
れ
つ
つ
、

国
内
の
農
業
・
食
産
業
の
発
展
・
振
興
も
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
兼
ね
合
い
の
問
題
か
ら
生
じ

た
も
の
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

安
倍
政
権
が
推
進
し
て
い
る
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ

Ａ
／
Ｆ
Ｔ
Ａ
）と
国
内
の
農
業
・
食
産
業
の
振
興
策
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
戦
略
な

ど
の
一
連
の
政
策
は
相
互
に
補
完
的
な
関
係
に
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
。

　

安
倍
政
権
の
成
長
戦
略
の
要
で
あ
る
「
農
林
水
産

物
・
食
品
」
の
輸
出
促
進
は
縮
小
化
に
向
か
う
国
内

市
場
を
補
完
し
、
地
域
産
業
と
り
わ
け
農
林
水
産
業

を
活
性
化
さ
せ
る
重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ

り
、
中
長
期
的
に
見
て
わ
が
国
の
農
産
物
が
外
国
産

と
の
競
争
が
避
け
ら
れ
な
く
な
る
状
況
の
中
で
、
国

際
的
な
ル
ー
ル
の
下
で
日
本
の
農
業
や
地
域
の
食
産

業
の
置
か
れ
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
方
策
と
し

て
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、

輸
出
に
は
国
内
出
荷
と
の
兼
ね
合
い
の
問
題
が
あ

り
、
ど
の
程
度
の
輸
出
が
可
能
な
の
か
、
地
域
ご
と

に
輸
出
可
能
な
生
産
量
は
ど
れ
ぐ
ら
い
な
の
か
、
地
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域
経
済
の
活
性
化
に
は
ど
の
程
度
の
輸
出
が
必
要
な

の
か
、
あ
ら
か
じ
め
輸
出
目
標
を
明
確
に
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

　
何
を
、
ど
こ
に
、
誰
に
、
ど
の
よ
う
に 

　
売
る
の
か
、
輸
出
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に

　

国
内
価
格
の
維
持
を
目
的
に
余
剰
農
産
物
の
副

次
的
な
輸
出
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
農
産
物
の
輸
出

事
業
も
、
農
林
水
産
省
や
経
済
産
業
省
な
ど
が
本

格
的
な
輸
出
事
業
の
支
援
に
乗
り
出
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
次
第
に
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
全
国
各

地
に
広
が
っ
て
い
る
。
現
在
、
農
産
物
・
食
品
の

輸
出
産
地
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
に
ま
で
及
ん
で
お

り
、
50
を
超
え
る
多
様
な
輸
出
産
地
、
輸
出
組
織

が
形
成
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
農
産
物
輸

出
事
業
の
主
た
る
担
い
手
は
全
国
各
地
の
地
方
自

治
体
（
道
府
県
市
町
村
）
お
よ
び
そ
れ
ら
の
地
方
自

治
体
で
組
織
す
る
輸
出
組
織
や
民
間
団
体
な
ど
で

あ
り
、
当
初
は
農
産
物
の
輸
出
事
業
を
初
め
て
経

験
す
る
地
方
自
治
体
や
輸
出
組
織
が
多
か
っ
た
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
単
一
の
産
地
が

限
ら
れ
た
品
目
を
独
自
に
海
外
市
場
に
売
り
込
む

ケ
ー
ス
が
多
く
、
明
確
な
輸
出
目
標
や
輸
出
戦
略

に
基
づ
い
た
農
産
物
輸
出
と
い
う
よ
り
も
現
地
市

場
で
開
催
さ
れ
る
食
品
見
本
市
や
展
示
会
な
ど
で

の
販
売
や
、
現
地
に
出
店
し
て
い
る
日
系
百
貨
店

や
ス
ー
パ
ー
な
ど
が
主
催
す
る
道
府
県
産
の
物
産

展
で
の
販
売
な
ど
限
ら
れ
た
期
間
内
で
の
ス
ポ
ッ

ト
的
な
取
引
が
多
く
、
商
業
ベ
ー
ス
に
よ
る
周
年

的
、
継
続
的
な
取
引
に
は
ほ
ど
遠
い
状
態
に
あ
っ

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
時
間
の
経
過
と

と
も
に
、
地
方
自
治
体
や
民
間
で
組
織
す
る
輸
出

組
織
が
農
産
物
輸
出
の
知
識
や
経
験
を
積
み
重
ね

て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
農
産
物
の
輸
出
事
業
も
一

昔
前
に
比
べ
て
大
き
く
前
進
し
て
き
て
お
り
、
そ

れ
が
昨
年
の
６
１
１
７
億
円
と
い
う
過
去
最
高
の

輸
出
額
に
な
っ
て
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
農
産
物
の
輸
出
事
業
は
香
港
、
台

湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
っ
た
地
理
的
に
も
日
本

に
近
く
、
制
度
面
で
も
輸
出
が
比
較
的
容
易
に
行

え
る
特
定
の
国
・
地
域
に
集
中
す
る
傾
向
に
あ
り
、

や
や
も
す
る
と
限
ら
れ
た
パ
イ
を
め
ぐ
っ
て
産
地

間
の
激
し
い
市
場
争
奪
競
争
が
展
開
さ
れ
、
値
下

げ
競
争
に
発
展
す
る
な
ど
の
悪
循
環
に
陥
っ
て
い

る
面
も
見
ら
れ
る
。

　

海
外
市
場
、
と
り
わ
け
わ
が
国
の
農
産
物
・
食

品
輸
出
の
７
割
を
占
め
て
い
る
ア
ジ
ア
（
中
国
）
市

場
で
農
産
物
の
輸
出
事
業
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、

ア
ジ
ア
（
中
国
）
人
の
嗜
好
や
商
慣
習
を
熟
知
し
、

現
地
企
業
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
は
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
で
な
お
か
つ
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン
シ
ッ
プ
を

備
え
た
輸
出
人
材
の
育
成
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
農
産
物
の
輸
出
に
は
、
①
輸
出
を
成
功

さ
せ
る
と
い
う
輸
出
事
業
者
の
強
い
信
念
が
必
要

で
あ
り
、
②
海
外
の
競
争
相
手
が
持
っ
て
い
な
い

商
品
や
生
産
方
法
な
ど
独
自
の
商
品
を
持
っ
て
い

る
こ
と
、
③
現
地
市
場
で
の
販
促
活
動
を
現
地
業

者
任
せ
に
せ
ず
輸
出
主
体
で
あ
る
国
内
の
事
業
者

が
現
地
市
場
に
足
を
運
ん
で
現
地
市
場
に
積
極
的

に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
、
④
豊
か
さ
を
増
し
て
い

る
現
地
の
消
費
者
に
魅
力
的
で
多
様
な
商
品
を
品

揃
え
し
、
そ
れ
を
切
れ
目
な
く
供
給
す
る
こ
と
、

⑤
輸
入
代
理
店
の
役
割
を
重
視
し
、
輸
入
代
理
店
、

輸
入
業
者
と
の
間
で
良
好
な
関
係
を
築
き
上
げ
る

こ
と
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。
た
だ
単
に
現
地
市
場

に
商
品
を
供
給
す
る
だ
け
で
は
安
定
し
た
市
場
を

確
保
し
そ
れ
を
広
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

現
地
市
場
と
り
わ
け
経
済
発
展
に
よ
っ
て
沸
騰
す

る
ア
ジ
ア
新
興
国
の
消
費
市
場
に
は
世
界
中
か
ら

多
種
多
様
な
農
産
物
や
食
品
が
輸
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、

年
を
追
う
ご
と
に
消
費
者
の
嗜
好
や
ニ
ー
ズ
も
変

今年6月に開催された国際食品展示会「Food Taipei」の様子。日本酒なども幅広く販売



18SEPTEMBER 2015 市政

化
し
て
い
る
。
い
か
に
し
て
成
長
し
変
化
す
る
市

場
に
適
応
し
、
市
場
（
販
路
・
顧
客
層
）
を
広
げ
ら

れ
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
商
品
を
、

ど
の
程
度
の
価
格
帯
で
販
売
し
、
ど
の
程
度
の
利

益
を
目
標
に
す
る
の
か
、
現
地
で
の
販
促
活
動
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
、
等
々
に
つ
い
て
具
体
的

に
検
討
し
、
輸
出
戦
略
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
場
限
り
の
場
当
た
り
的
な
対
応
で
は
農
産
物

の
輸
出
拡
大
に
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ
る
こ
と
を

十
分
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
戦
略
的
な
輸
出
取
り
組
み
が
不
可
欠

　

日
本
の
地
域
産
業
は
今
重
大
な
転
換
期
に
直
面
し

て
い
る
。
今
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
は
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）を
含
め
た
地
域（
市

場
）
統
合
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
日
本
も
そ
の
枠

組
み
に
参
加
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
否
応

な
し
に
進
展
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
下
で
農
林
水
産

業
、
食
品
加
工
業
な
ど
の
地
域
産
業
が
直
面
す
る
諸

課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
グ
ロ
ー

バ
ル
・
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
戦

後
か
ら
現
在
に
至
る
貿
易
自
由
化
の
よ
う
に
受
け
身

で
物
事
を
考
え
た
時
代
か
ら
、
農
産
物
の
生
産
者
や

食
品
企
業
自
ら
が
海
外
に
出
向
い
て
農
産
物
や
食
品

を
販
売
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
時
代
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
日
本
人
と
日
本
社
会
に

対
し
て
単
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
イ
ン
ド
を
超
え
た
文

化
的
、
社
会
的
な
面
で
の
対
応
や
行
動
を
求
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
下

で
、
農
林
水
産
業
や
食
品
加
工
業
な
ど
の
地
域
産
業

を
取
り
巻
く
経
済
環
境
も
一
昔
前
と
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
国
内
市
場
一
辺
倒
だ
っ
た
農
産
物
・
食

品
の
販
売
先
を
海
外
市
場
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

何
を
、
ど
れ
ぐ
ら
い
、
ど
こ
に
輸
出
す
べ
き
か
、
輸

出
す
べ
き
商
品
と
輸
出
市
場
を
決
定
し
、
輸
出
価
格

を
設
定
し
、
輸
出
チ
ャ
ネ
ル
、
輸
送
手
段
、
現
地
市

場
で
の
販
促
活
動
、
ク
レ
ー
ム
に
対
す
る
対
応
、
代

金
回
収
方
法
な
ど
を
具
体
的
に
検
討
し
、
輸
出
事
業

を
展
開
で
き
る
仕
組
み
と
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
。
日
本
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
包
括
的
な
経
済
連
携

協
定
を
含
め
て
15
の
国
・
地
域
と
の
間
で
経
済
連
携

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
さ
ら
に
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）、
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括

的
経
済
連
携（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）、
日
中
韓
経
済
連
携
協
定

な
ど
８
つ
の
経
済
連
携
協
定
の
締
結
に
向
け
た
交
渉

が
な
さ
れ
て
お
り
、
農
産
物
の
輸
出
市
場（
販
路
）は

確
実
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
問
題
は
い
か

に
し
て
こ
れ
ら
の
市
場
（
需
要
）
を
取
り
込
め
る
か
、

内
需
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
掛
か
っ
て

い
る
。
安
倍
政
権
の
Ｇ
Ｆ
Ｖ
Ｃ
戦
略
で
は
食
品
企
業

の
海
外
展
開
を
増
や
し
て
、
日
系
企
業（
食
品
工
場
、

ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
外
食
店
）
向
け
に
食
材
を

輸
出
し
、
こ
れ
ら
の
日
系
企
業
を
通
じ
た
「
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
型
」
の
輸
出
拡
大
を
図
る
こ
と
に
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
み
が
十
分
で
な
か
っ
た

日
系
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
輸
出
戦
略

も
重
要
で
あ
り
、
世
界
各
地
の
需
要
に
応
じ
て
い
つ

で
も
日
本
食
材
を
提
供
可
能
な
体
制
づ
く
り
も
重
要

で
あ
る
。
さ
ら
に
海
外
の
食
需
要
を
取
り
込
む
に
は

輸
出
と
い
う
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
戦
略
だ
け
で
な

く
、
各
々
の
地
域（
産
地
）が
外
国
人
観
光
客
や
外
国

人
バ
イ
ヤ
ー
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
地
域
の
産
物
、

地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
戦
略
も
併
せ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
農
産

物
輸
出
を
成
功
さ
せ
る
に
は
消
費
者
の
嗜
好
を
含
め

て
現
地
消
費
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
取
引
に
よ
っ
て
は
、
価
格

に
値
幅
を
持
た
せ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
な
ど
戦
略
的

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
必
要
と
な
る
。
幸
い
、
わ
が

国
で
は
全
国
各
地
で
優
れ
た
農
産
品
、
加
工
品
が
数

多
く
生
産
さ
れ
て
お
り
、
国
内
向
け
に
出
荷
さ
れ
て

き
た
こ
れ
ら
の
商
品
と
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
フ
ラ
を
国
際

市
場
向
け
に
再
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
産
物

輸
出
に
強
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と
が
重

要
と
思
わ
れ
る
。
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特集　 地域を潤す農林水産品の輸出戦略

2寄稿

農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
に
お
け
る

自
治
体
の
役
割

独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
農
林
水
産
・
食
品
事
業
推
進
課
長　

白し
ら
い
し石

　
薫

か
お
る

　
は
じ
め
に
　 

　
農
林
水
産
物･

食
品
の
輸
出
促
進
と 

　
ジ
ェ
ト
ロ
の
取
り
組
み

　

農
林
水
産
物
の
輸
出
促
進
は
、
日
本
再
興
戦
略
で

も
戦
略
市
場
創
造
プ
ラ
ン
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
、
そ
の
目
標
値
と
し
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に

輸
出
額
を
１
兆
円
と
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
農
林
水
産
省
は
14
年
６
月
に

輸
出
戦
略
実
行
委
員
会
を
設
置
し
輸
出
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
同
委
員
会
の
下
、
現
在
ま
で
に
水
産

物
、
牛
肉
等
重
点
７
品
目
に
つ
い
て
輸
出
団
体
が
設

立
さ
れ
、
輸
出
拡
大
の
取
り
組
み
は
い
よ
い
よ
本
格

化
し
て
い
る
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
で
は
、
政
府
の
政
策
目
標
達
成
の
た
め
、

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
促
進
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。
国
内
45
カ
所
（
東
京
本
部
、
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
、
大
阪
本
部
含
む
）
の
ジ
ェ
ト
ロ
事
務
所
で
は
、

地
域
の
皆
様
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
フ
ェ
イ
ス
・

ト
ゥ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
で
要
望･

相
談
を
お
受
け
で
き
る

体
制
を
と
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
57
カ
国
、

76
事
務
所
の
海
外
事
務
所
で
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

情
報
と
長
年
築
き
あ
げ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
促
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
農
林
水
産
省
を
は
じ
め
関
係
省
庁
等
と
連
携
し
、

大
別
し
て
、
①
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
、
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
通
じ
た
情
報
・
ス
キ
ル
の
獲
得
支
援
、
戦
略
構

築
支
援
、
②
バ
イ
ヤ
ー
の
招し
ょ
う
へ
い聘、

見
本
市
へ
の
出
展
な

ど
を
通
じ
た
商
流
構
築
支
援
、
③
日
本
食
の
普
及
拡

大
、
需
要
創
造
を
目
的
と
し
た
海
外
プ
ロ
向
け
情
報

発
信
、
④
輸
出
に
取
り
組
む
個
別
企
業
・
地
域
の
皆

様
へ
の
個
別
支
援
の
４
つ
の
柱
を
中
心
と
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
ジ
ェ
ト
ロ
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
促
進
事
業
の
中
で
、
世
界
各
地
で
開
催
さ
れ
る
主

要
な
食
品
見
本
市
に
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
を
設
置

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
輸
出
事
業
者
の
皆
様
の
商
流

構
築
の
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

回
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
主
に
見
本
市
出
展
事

業
の
視
点
か
ら
、
自
治
体
の
皆
様
が
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
拡
大
に
取
り
組
む
上
で
の
留
意
点
な
ど

述
べ
て
み
た
い
。

　
地
域
の
長
期
戦
略
を
構
築
で
き
る
の
は
自
治
体

　

農
林
水
産
業
お
よ
び
そ
の
関
連
産
業
は
、
地
域
に

と
っ
て
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ

の
振
興
は
重
要
で
あ
る
。
農
林
水
産
省
も
農
林
漁
業

の
６
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
新
た
な
産
業
創
造
を
推
進
し
て
い
る
。
一

方
で
、
日
本
全
体
が
少
子
高
齢
化
を
迎
え
、
ま
た
、

家
計
の
食
料
支
出
額
が
低
下
し
、
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
縮
小
は
徐
々
に
進
展
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し

た
中
で
、
農
林
水
産
物･

食
品
の
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
開
拓
、
獲
得
に
取
り
組
ん
で
お
く
こ
と
は
重
要
な

施
策
で
あ
る
。

　

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
に
限
ら
ず
、
地
域
自

治
体
が
新
た
に
事
業
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、
最

も
重
要
な
こ
と
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
ろ
う
。

　

い
か
に
世
界
的
に
日
本
食
ブ
ー
ム
で
あ
り
、
有
望

商
品
が
あ
っ
て
も
、
輸
出
の
取
り
組
み
は
、
主
体
者

の
強
い
意
志
と
熱
意
、
と
り
わ
け
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
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シ
ッ
プ
な
く
し
て
は
始
ま
ら
ず
、
始
ま
っ
た
と
し
て
も

中
途
半
端
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
観
点
か
ら

首
長
を
含
む
自
治
体
の
役
割
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

自
治
体
は
、
事
業
者
や
農
業
団
体
な
ど
、
輸
出
に
取

り
組
む
関
係
者
の
中
で
も
地
域
を
取
り
巻
く
現
状
を

把
握
し
つ
つ
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
地
域
発
展
の
戦

略
を
構
築
し
、
実
行
、
リ
ー
ド
で
き
る
立
場
に
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
農
林
水
産
物
の
輸
出
に
取
り
組

む
自
治
体
の
中
に
は
、
首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

り
取
り
組
み
を
始
め
た
と
い
う
事
例
は
少
な
く
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
自
治
体
が
事
業
者
と
と
も
に
、
農
林

水
産
物
・
食
品
の
輸
出
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、

留
意
す
べ
き
こ
と
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う

か
。
気
づ
き
の
点
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
。

①
自
治
体
の
Ｐ
Ｒ
よ
り
は
商
流
の
確
立
を

　

自
治
体
が
主
導
し
て
輸
出
に
取
り
組
む
際
、
自
治

体
の
Ｐ
Ｒ
が
主
目
的
と
な
り
、
事
業
者
の
商
流
確
立

に
対
す
る
支
援
策
が
手
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

場
合
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
自
治
体
が
予
算
措
置

を
講
ず
る
際
に
、
自
治
体
Ｐ
Ｒ
を
理
由
に
予
算
を
確

保
し
て
い
た
り
、
特
定
の
企
業
支
援
を
避
け
る
意
味

合
い
か
ら
自
治
体
Ｐ
Ｒ
を
メ
イ
ン
に
予
算
付
け
を
し

て
い
る
こ
と
な
ど
が
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

見
本
市
は
、
販
売
者
と
バ
イ
ヤ
ー
が
集
ま
る
商
談

の
場
所
で
あ
り
、
基
本
的
に
来
場
者
は
バ
イ
ヤ
ー
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
他
国
で
知
名
度
を
有
す
る
日
本

の
自
治
体
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

に
関
心
を
も
っ
て
来
訪
す
る
バ
イ
ヤ
ー
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
従
っ
て
、
自
治
体
名
を
出
す
場
合
も
、

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
を
前
面
に
Ｐ
Ｒ
し
た
方
が
よ
い
。
ま

た
、
自
治
体
の
知
名
度
は
、
自
治
体
名
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
で
高
ま
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
例
え
ば

シ
ャ
ン
パ
ン
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
、
カ
マ
ン
ベ
ー

ル
チ
ー
ズ
の
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
地
方
な
ど
の
よ
う
に
、

商
品
が
先
行
し
て
、
高
ま
る
事
例
の
ほ
う
が
多
い
。

自
治
体
の
知
名
度
を
高
め
る
た
め
に
は
、
自
治
体
名

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
り
は
特
産
物
の
商
流
構
築
、
普

及
に
重
点
を
置
い
た
ほ
う
が
、
結
局
は
早
道
な
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
自
治
体
と
し
て
は
、
事
業
者
が
成

約
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
と
い
う
視
点
か
ら

支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

事
業
者
が
成
約
、
輸
出
に
成
功
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
が

継
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
の
知
名

度
も
向
上
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で
雇
用
が
創
出
さ

れ
、
所
得
も
向
上
し
、
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

の
で
あ
る
。

②
産
地
間
競
争
で
な
く
産
地
間
連
携
を

　

輸
出
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
・
産
地
が
、
個
別
に
輸
出
に
取
り
組
む
の
で
は

な
く
、
他
の
自
治
体
・
産
地
と
連
携
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。
現
状
に
お
い
て
は
、
海
外
に
お
い
て
も
産
地

間
で
競
合
し
、
販
売
価
格
の
低
下
や
、
販
売
額
の
低

下
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ジ
ェ

ト
ロ
の
海
外
事
務
所
は
、
各
自
治
体
か
ら
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
と
し
て
、
フ
ェ
ア
開
催
の
協
力
要
請
を

受
け
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
多
く
が
ア
ジ
ア
を
中
心
に
集
中
し
て

お
り
、
毎
月
日
本
か
ら
異
な
る
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ

バ
ラ
バ
ラ
に
地
域
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い
る
国
も
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
場
限
り
の
地
域
の
物
産
展
に

終
わ
っ
て
お
り
、
継
続
的
な
商
流
構
築
に
至
ら
な
い

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
と
聞
い
て
い
る
。

　

農
林
水
産
物
の
輸
出
に
お
け
る
、
自
治
体
間
の
連

携
に
つ
い
て
は
、
政
府
も
促
進
し
て
お
り
、
リ
レ
ー
出

荷
な
ど
自
治
体
間
で
連
携
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で

取
り
組
む
こ
と
が
、
か
ね
て
よ
り
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

　

自
治
体
間
の
連
携
に
は
、
さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
物
流
コ
ス
ト
の
削
減
で
あ
る
。
事
業
者
が
輸
出

に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
、
な
か
な
か
ロ
ッ
ト
が
ま

と
ま
ら
ず
、
コ
ン
テ
ナ
単
位
に
な
ら
な
い
た
め
、
物
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実績値 推計値

1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 20302035 2040 20452050 2055 2060（年）

19歳以下人口 20～64歳人口

65～74歳人口 75歳以上人口

資料：2010年までは総務省「国勢調査」、2015年以降は国立社会保障・人口問題研究所「野本の将来推計人口（平成24年1月推計）」の出生中位・
死亡中位仮定による推計結果

（注）1950年～2010年の総数は年令不詳を含む ©2015 JETRO 出所：内閣府H24年版　高齢社会白書
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流
コ
ス
ト
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
問
題
が
あ
る
。
し

か
し
、
自
治
体
間
で
連
携
し
、
ロ
ッ
ト
を
ま
と
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
が
解
決
で
き
る
。

　

自
治
体
間
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
の
必
要
性
は
、

誰
も
が
認
識
し
て
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
な

取
り
組
み
ま
で
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
き

て
、
具
体
的
な
事
例
が
出
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、

沖
縄
県
の
沖
縄
県
物
産
公
社
は
、
沖
縄
国
際
物
流
ハ

ブ
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
日
本
産
農
林
水
産

品
を
取
り
ま
と
め
て
輸
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
公

社
は
、
国
内
業
者
か
ら
商
品
を
買
い
取
り
、
代
金
決

裁
か
ら
販
売
交
渉
ま
で
を
包
括
的
に
実
施
す
る
こ
と

か
ら
、
初
め
て
輸
出
に
取
り
組
む
地
域
の
事
業
者
に

と
っ
て
は
、
心
強
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

③�

余
剰
を
輸
出
す
る
の
で
は
な
く
、�

安
定
的
に
輸
出
に
取
り
組
む

　

輸
出
に
あ
た
っ
て
、
国
内
向
け
の
供
給
を
優
先
し
、

余
剰
分
を
輸
出
す
る
形
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
国
内
市
場
へ
の
安
定
供
給
は
必
要
で
あ
る
が
、

前
述
し
た
と
お
り
、
今
後
の
日
本
国
内
市
場
を
考
え

る
と
、
日
本
国
内
市
場
に
向
け
た
供
給
と
同
様
に
輸

出
先
向
け
の
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
長
期
的
な

視
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
拡
大
す
る
海

外
の
市
場
獲
得
の
た
め
、
需
給
調
整
と
し
て
で
は
な

く
、
積
極
的
か
つ
安
定
的
に
農
産
物
・
食
品
を
売
り

込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
海
外
の

市
場
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
売
り
込
み
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
が
、
海
外
で
は
、
同
じ
商
品
で
も
日
本

国
内
の
市
場
と
は
異
な
る
大
き
さ
、
形
状
の
も
の
に

人
気
が
高
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
十
分
把

握
し
て
供
給
体
制
を
整
え
て
お
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
お
わ
り
に

　

地
域
に
と
っ
て
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
は
、

地
域
の
活
性
化
、
生
産
現
場
の
意
欲
向
上
、
さ
ら
に

雇
用
の
創
出
、
地
域
経
済
の
活
性
化
等
に
つ
な
が
る
。

農
林
水
産
業
は
担
い
手
不
足
、
後
継
者
不
足
な
ど
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
輸
出
は
こ
れ
ら
課
題
を
解

決
す
る
一
つ
の
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
国
内
市
場
が

徐
々
に
縮
小
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ

の
縮
小
が
徐
々
に
進
行
す
る
だ
け
に
、
事
業
者
は
危

機
感
を
持
ち
に
く
い
。
し
か
し
、
地
域
の
将
来
を
予

測
し
、
余
力
の
あ
る
う
ち
に
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
対
応
策
を
策
定
し
、
実
行
す

る
の
は
自
治
体
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

＊�

本
稿
の
内
容
は
全
て
筆
者
個
人
の
見
解
で
あ
り
、
筆
者
が

所
属
す
る
組
織
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
組
織
を
代
表
す
る

意
見
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

農林水産・食品輸出に関するジェトロのサポート
─海外市場との商流づくりのために─

1. 情報・スキル支援 ２. 商流構築支援（商談機会の提供）
①相談活動
◦農林水産物・食品輸出相談窓口（東京・大阪、42事務所）
◦海外コーディネーター相談（23ヶ所、31名※2014年度実績）
②調査
◦海外消費者アンケート、ハラール調査等
③ジェトロHP
◦各国基礎情報、海外市場情報、制度情報等
④セミナー
◦�輸出入門セミナー、商談スキルセミナー、マーケ
ティングセミナー、市場別セミナー、品目別セミ
ナー等

⑤各有望品目の研究、品目別団体との連携

①海外見本市
◦�海外の有力食品見本市にジャパンパビリオンを設
け出展（20件予定）

②国内商談会
◦�世界各国の優良バイヤーを招へいし、各地で商
談会を実施（33件予定）

③海外商談会
◦�特定品目についてターゲット市場との商流を築く
ため、海外で商談会を実施（11件予定）

④インストア・ショップ
◦�香港、台湾、タイ、マレーシア、米国、EUにてマー
ケティングのための試験販売、プロモーション等

３. 海外プロ向け情報発信 4. 個別企業支援
日本産農林水産物・食品の魅力・価値を伝えると共に、
海外見本市での料理デモの実施
◦�招へいバイヤーの生産現場視察、文化的背景学
習機会のアレンジ
◦�海外プロ向けセミナー

輸出有望な商品を持ち、輸出への熱意のある企業
を専門家が一環サポート
（現在66社を支援中）

©2015 JETRO

食料支出総額 １人当たり食料支出の将来推計
（2010年を100とする指数）
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注：将来、経済がゼロ成長で推移すると仮定した場合、１人当たり食料支出総額は、それぞれ2035年に約100と約87、
　　2050年に約101と約76の水準と試算される。

出所：農林水産政策研究所（14年6月）
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寄稿 3
　
全
国
屈
指
の
水
産
都
市

　

根
室
市
は
、
北
海
道
の
最
東
端
に
位
置
し
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
と
太
平
洋
の
豊
か
な
漁
場
と
新
鮮
な
海

の
幸
に
恵
ま
れ
、
四
季
を
通
じ
て
雄
大
な
自
然
と
味

覚
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

人
口
は
約
２
万
８
０
０
０
人
で
、
主
た
る
産
業
は

水
産
業
で
あ
り
、
年
間
取
扱
高
で
は
数
量
、
金
額
と

も
に
全
国
５
位
の
漁
獲
を
誇
る
水
産
都
市
と
し
て
、

サ
ン
マ
を
は
じ
め
サ
ケ
・
マ
ス
、
タ
ラ
、
カ
レ
イ
、

ホ
タ
テ
、
コ
ン
ブ
、
ハ
ナ
サ
キ
ガ
ニ
な
ど
豊
富
な
水

産
物
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
サ
ン
マ
は
平

成
22
年
か
ら
５
年
連
続
で
数
量
、
金
額
と
も
に
日
本

一
の
漁
獲
高
を
記
録
し
て
い
る
。
サ
ン
マ
の
群
れ

は
、
春
の
海
水
温
上
昇
と
と
も
に
太
平
洋
を
北
上
し

て
、
盛
ん
に
餌
を
取
り
な
が
ら
、
秋
に
は
北
方
四
島

付
近
か
ら
太
平
洋
岸
を
南
下
す
る
。
こ
の
た
め
、
サ

ン
マ
の
水
揚
げ
が
あ
る
国
内
の
港
で
最
も
東
に
あ
る

市
内
の
花
咲
港
で
は
、
脂
が
乗
り
丸
々
と
太
っ
た
高

品
質
の
サ
ン
マ
が
水
揚
げ
さ
れ
、
全
国
の
食
卓
へ
届

け
ら
れ
て
い
る
。

　
根
室
産
サ
ン
マ
の
輸
出

　

根
室
産
サ
ン
マ
は
高
い
鮮
度
と
品
質
を
誇
っ
て
お

り
、
国
内
で
も
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
る
が
、

全
国
的
に
漁
獲
量
が
多
く
な
る
と
魚
価
が
低
迷
す
る

ほ
か
、
近
年
で
は
全
国
的
に
も
消
費
者
の
魚
離
れ
が

進
み
国
内
市
場
の
拡
大
が
見
込
め
な
い
厳
し
い
情
勢

を
受
け
て
、
将
来
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
を
模

索
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
元
商
社
マ
ン
で
十
数
年
に
わ
た
る

ベ
ト
ナ
ム
駐
在
経
験
も
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
情
勢
に

詳
し
い
荒
川
研
氏
か
ら
「
国
外
に
目
を
向
け
て
ア
ジ

ア
に
サ
ン
マ
を
売
り
込
も
う
」
と
助
言
を
受
け
、
平

成
22
年
４
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
計
画
投
資
大
臣
の
来
日

に
合
わ
せ
、
水
産
企
業
と
と
も
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
実
施
し
、
サ
ン
マ
輸
出
な
ど
根
室
と
ベ
ト
ナ
ム
と

の
経
済
交
流
の
実
現
に
つ
い
て
要
請
し
、
サ
ン
マ
輸

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
不
可
欠
な
ベ
ト
ナ
ム
政

府
関
係
者
と
の
人
脈
づ
く
り
の
大
き
な
第
一
歩
と

な
っ
た
。

　

こ
れ
を
機
に
同
年
５
月
に
は
、
根
室
市
、
根
室

商
工
会
議
所
、
根
室
漁
業
協
同
組
合
、
歯
舞
漁
業

協
同
組
合
、
落
石
漁
業
協
同
組
合
、
根
室
湾
中
部

漁
業
協
同
組
合
、
根
室
水
産
協
会
、
根
室
金
融
協

会
で
構
成
す
る
「
根
室
市
ア
ジ
ア
圏
輸
出
促
進
協
議

海
外
と
の
経
済
交
流
の
促
進根ね

む
ろ室
市
長
（
北
海
道
）　

長は

せ

が

わ

谷
川
俊し

ゅ
ん
す
け輔

根室を訪れ市場でサンマを視察するアジア各国バイヤー
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会
」
を
設
立
し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
体
制
づ
く

り
を
進
め
た
。

　

ア
ジ
ア
圏
の
中
で
も
ベ
ト
ナ
ム
を
最
初
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
設
定
し
、
根
室
産
水
産
物
の
輸
出
促
進
の

取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は
、「
政
治
的

に
日
本
と
良
好
な
関
係
に
あ
る
」「
親
日
的
で
社
会
習

慣
も
日
本
と
類
似
点
が
多
い
」「
勤
勉
で
向
上
心
が
強

く
知
的
で
あ
る
」「
経
済
的
な
成
長
が
著
し
く
今
後
も

成
長
が
期
待
で
き
る
」
な
ど
輸
出
の
対
象
国
と
な
る

多
く
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
サ
ン
マ
を
塩

焼
き
で
食
べ
る
た
め
に
も
箸
を
使
用
す
る
文
化
が
あ

る
こ
と
は
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
。

　
顔
の
見
え
る
関
係
の
構
築

　

平
成
22
年
10
月
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
農
業
農
村
開
発

省
の
水
産
総
局
副
局
長
を
団
長
と
す
る
ベ
ト
ナ
ム
政

府
代
表
団
10
人
を
根
室
市
で
受
け
入
れ
、
本
市
や
経

済
団
体
と
交
流
を
進
め
た
ほ
か
政
府
側
の
協
力
関
係

を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
現
地
バ
イ
ヤ
ー
と
の
関
係
構
築
も
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
年
10
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
の
民
間
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
な
る
訪
問
団
を
受
け
入

れ
民
間
レ
ベ
ル
で
価
格
面
を
含
む
実
務
的
な
交
渉

を
行
い
、
サ
ン
マ
や
サ
ケ
を
テ
ス
ト
輸
出
す
る
こ

と
で
合
意
し
た
。

　

平
成
23
年
１
月
に
は
、
本
市
の
経
済
団
体
メ
ン

バ
ー
を
率
い
て「
ベ
ト
ナ
ム
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」と
し

て
首
都
ハ
ノ
イ
市
と
商
都
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
を
訪
問

し
、
計
画
投
資
大
臣
や
農
業
農
村
開
発
副
大
臣
と
の

懇
談
で
は
互
恵
関
係
の
強
化
を
目
的
に
、
水
産
加
工

の
国
際
的
な
技
術
移
転
の
一
環
と
し
て
技
能
実
習
生

を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
合
意
す
る
な
ど
一
定
の
成
果

を
得
た
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
23
年
４
月
の
開
始
を
予
定
し
て
い
た
テ
ス
ト

輸
出
は
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
の

影
響
受
け
て
一
時
延
期
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
信
頼
関
係
を
ベ
ー
ス
に
現
地
の

情
報
を
つ
か
み
、
放
射
能
検
査
の
実
施
で
根
室
産
サ

ン
マ
の
安
全
性
を
証
明
す
る
こ
と
で
、
い
ち
早
く
輸

出
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
れ
以
後
も
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た
め
、
通
算

４
回
に
わ
た
り
ベ
ト
ナ
ム
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

ベ
ト
ナ
ム
へ
出
向
き
、
ベ
ト
ナ
ム
商
工
会
議
所
や
現

地
水
産
企
業
へ
の
訪
問
な
ど
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実

施
し
た
ほ
か
、
在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
国
大
使
館
や
在

ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本
国
総
領
事
館
の
全
面
的
な
協
力
を

得
て
、
現
地
バ
イ
ヤ
ー
、
現
地
関
係
者
を
招
い
て
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
根
室
産
サ
ン
マ
を
Ｐ
Ｒ
す
る

な
ど
、
国
と
地
方
が
協
力
し
て
信
頼
関
係
の
構
築
に

努
め
て
い
る
。

　
直
接
輸
出
の
実
現
に
向
け
て

　

こ
の
サ
ン
マ
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大
手
商

社
に
頼
ら
な
い
市
内
企
業
に
よ
る
直
接
貿
易
を
目
指

し
取
り
組
み
を
開
始
し
た
が
、
市
内
企
業
に
は
貿
易

書
類
作
成
等
の
貿
易
実
務
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄

積
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
を
ど
う
克
服
し
て
い
く

か
が
課
題
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
輸
出
に
向
け
た
動
き
が
本
格
化
す
る

中
、
市
内
の
企
業
担
当
者
が
言
葉
の
壁
を
乗
り
越

え
、
ス
ム
ー
ズ
に
取
引
を
行
う
こ
と
も
重
要
に
な
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
６
月
、
ハ
ノ
イ
出
身

の
現
地
女
性
を
根
室
市
海
外
市
場
調
査
支
援
員
と
し

て
採
用
し
、
根
室
市
内
の
中
小
企
業
に
対
し
、
ベ
ト

ナ
ム
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
貿
易
実
務
、
通
訳
・

翻
訳
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）の
支
援
を
受
け
た
こ
と
も
非
常
に
有

効
で
あ
っ
た
。
サ
ン
マ
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企

画
・
実
行
す
る
た
め
の
人
材
育
成
の
取
り
組
み
と
し

根室を訪れ商談するアジア各国バイヤー



24SEPTEMBER 2015 市政

て
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
支
援
を
受
け
平
成
23
年
３
月
か
ら

平
成
24
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
で
通
算
５
回
に
わ
た

り
、
中
小
企
業
の
担
当
者
を
対
象
に
「
貿
易
実
務
講

座
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
出
手
続
き
、
書

類
作
成
、
契
約
締
結
に
至
る
ま
で
の
一
貫
の
事
務
を

習
得
す
る
な
ど
企
業
の
貿
易
実
務
能
力
の
向
上
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

毎
年
９
月
、
サ
ン
マ
漁
が
最
盛
期
を
迎
え
る
中
に

お
い
て
ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
各
国
の
バ
イ

ヤ
ー
を
招
へ
い
し
、
海
外
販
路
の
拡
大
に
向
け
て
、

産
地
Ｐ
Ｒ
・
国
内
商
談
会
も
行
っ
て
い
る
。
サ
ン

マ
の
水
揚
げ
か
ら
冷
凍
サ
ン
マ
加
工
さ
れ
る
ま
で

の
現
場
の
視
察
を
通
じ
て
、
衛
生
管
理
が
徹
底
さ

れ
安
全
で
高
品
質
な
根
室
サ
ン
マ
で
あ
る
こ
と
を

正
し
く
認
識
し
て
も
ら
い
な
が
ら
商
談
を
実
施
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
の
消
費
者
に
根
室
産
サ
ン
マ

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
ま
で
も
、

ベ
ト
ナ
ム
国
内
で「
根
室
さ
ん
ま
祭
り
」を
開
催
し
、

日
本
食
料
理
店
で
は
、
握
り
寿
司
、
刺
身
、
焼
き

サ
ン
マ
を
特
別
価
格
で
提
供
し
た
ほ
か
、
現
地
ス
ー

パ
ー
を
会
場
に
炭
火
焼
き
し
た
根
室
サ
ン
マ
を
無

料
で
振
舞
う
な
ど
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
こ
れ
ま
で
も

幾
度
も
開
催
し
て
お
り
、
今
後
も
根
室
サ
ン
マ
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

　
地
域
貢
献
と
地
域
活
性
化

　

根
室
産
サ
ン
マ
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
か

ら
こ
れ
ま
で
の
サ
ン
マ
を
は
じ
め
と
す
る
水
産
物

等
の
輸
出
実
績
の
推
移
は
、
平
成
22
年
度
21
ｔ
、

平
成
23
年
度
１
３
７
ｔ
、
平
成
24
年
度
４
２
７
ｔ
、

平
成
25
年
度
６
７
７
ｔ
と
順
調
に
増
加
し
て
き
た

が
、
平
成
26
年
度
は
89
ｔ
に
止
ま
っ
て
い
る
。
平
成

26
年
度
は
、
冷
凍
サ
ン
マ
の
輸
出
量
は
減
少
し
た
も

の
の
、
こ
れ
ま
で
根
室
産
水
産
物
の
認
知
度
向
上
に

努
め
て
き
た
結
果
、
水
産
加
工
品
の
輸
出
が
増
加
し

て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
と
の
合
意
に
基
づ
き
、

平
成
24
年
５
月
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
当
市
へ
技
能
実

習
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
根
室
商
工
会
議
所
に
監

理
団
体
を
設
立
し
、
同
年
６
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
人

実
習
生
16
名
を
根
室
市
内
の
水
産
加
工
企
業
２
社

で
受
け
入
れ
を
開
始
し
て
か
ら
、
順
調
に
受
け
入

れ
企
業
も
増
え
続
け
て
お
り
、
現
在
で
は
10
を
超

え
る
企
業
が
１
７
０
名
近
く
の
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能

実
習
生
を
受
け
入
れ
る
ま
で
と
な
り
人
的
交
流
は

年
々
拡
大
し
て
い
る
。

　

根
室
産
サ
ン
マ
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し

て
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ま

だ
ま
だ
散
発
的
な
輸
出
に
止
ま
っ
て
お
り
、
安
定

的
な
輸
出
の
拡
大
は
達
成
で
き
て
い
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
官
民
で
地
域
一
体
と
な
り

取
り
組
ん
で
き
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て

根
室
サ
ン
マ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
水
産
加
工
人
材
の

受
け
入
れ
、
付
加
価
値
を
考
え
る
目
の
創
出
な
ど

地
域
貢
献
・
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、

輸
出
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
海
外
と
の
人
的
交
流
を
ベ
ー

ス
に
地
域
は
確
実
に
力
を
つ
け
て
き
て
い
る
。
地

方
が
世
界
に
目
を
向
け
た
挑
戦
に
は
、
小
さ
な
成

功
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
水

産
都
市
根
室
の
活
性
化
の
た
め
に
も
継
続
し
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

現地日本食料理店で根室サンマを食べるベトナム人
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特集　 地域を潤す農林水産品の輸出戦略

4寄稿

「
果
樹
王
国
ひ
が
し
ね
」を
海
外
に
向
け
発
信

〜
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
東
根
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
〜

東ひ
が
し
ね根
市
長
（
山
形
県
）　

土つ
ち
だ田

正せ
い
ご
う剛

　
国
内
市
場
の
規
模
縮
小
へ
の
対
応
と
販
路
拡
大

　

東
根
市
は
、
山
形
県
の
中
央
東
部
に
位
置
し
、
人

口
は
約
４
万
８
０
０
０
人
で
、
現
在
県
内
で
人
口
が

増
加
し
て
い
る
唯
一
の
市
で
あ
る
。
さ
く
ら
ん
ぼ
や

り
ん
ご
、
も
も
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
、
ぶ
ど
う
な
ど
の

果
樹
の
栽
培
が
盛
ん
で
、「
果
樹
王
国
ひ
が
し
ね
」ブ

ラ
ン
ド
を
掲
げ
、
全
国
に
発
信
し
て
い
る
。
さ
く
ら

ん
ぼ
生
産
量
は
全
国
の
市
町
村
の
中
で
１
位
で
あ

り
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の
主
力
品
種
で
あ
る「
佐
藤
錦
」は

本
市
が
発
祥
の
地
で
あ
る
。
ま
た
、
意
欲
あ
る
青
年

農
業
者
を
会
員
と
す
る
若
手
農
業
者
集
団
「
東
根
市

果
樹
研
究
連
合
会
」（
会
員
79
人
）
が
あ
り
、
果
樹
経

営
や
栽
培
技
術
な
ど
を
調
査
・
研
究
、
実
践
し
て
い

る
全
国
で
も
珍
し
い
組
織
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
本
市
の
農
業
で
は
あ
る
が
、
将
来
を

見
据
え
る
と
国
内
人
口
の
減
少
に
よ
る
市
場
規
模
の

縮
小
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
農
家
所
得
の
減
少

等
に
よ
る
離
農
や
後
継
者
不
足
も
進
行
し
て
お
り
、

決
し
て
順
風
満
帆
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
私
は
、
今
こ
そ「
攻
め
の
農
業
」が
必
要
で
あ

る
と
判
断
。
従
来
の
国
内
市
場
に
と
ど
ま
ら
な
い
グ

ロ
ー
バ
ル
な
展
開
を
推
し
進
め
る
た
め
、
農
産
物
の

海
外
輸
出
に
足
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

実
際
、
輸
出
の
目
玉
商
品
で
あ
る
さ
く
ら
ん
ぼ
に

つ
い
て
は
、
日
本
か
ら
近
い
台
湾
な
ど
で
の
販
売
は

あ
っ
た
も
の
の
、
品
質
保
持
期
間
が
短
い
た
め
に
長

距
離
輸
送
で
高
温
多
湿
の
東
南
ア
ジ
ア
で
は
不
向
き

と
さ
れ
、
日
本
産
さ
く
ら
ん
ぼ
が
輸
出
さ
れ
た
実
績

は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
や
輸
送
技

術
の
発
達
な
ど
に
加
え
、
日
本
食
の
世
界
的
ブ
ー
ム

や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発
展
に
伴
う
所
得
の
向

上
な
ど
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
拡
大
し
て

い
る
。
ま
た
、
国
が
２
０
２
０
年
ま
で
に
農
林
水
産

物
・
食
品
の
輸
出
額
を
１
兆
円
規
模
に
拡
大
す
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
外
に
向
け

た
農
産
物
の
販
路
拡
大
の
機
運
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
い
て
も

農
産
物
等
の
輸
出
事
業
や
６
次
産
業
化
な
ど
を
推
進

す
る
た
め
、
庁
内
の
組
織
体
制
の
強
化
に
着
手
し
、

国
内
外
に
お
け
る「
果
樹
王
国
ひ
が
し
ね
」ブ
ラ
ン
ド

を
推
進
す
る
た
め
、
今
年
４
月
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推

進
室
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
タ
イ
へ
の
試
験
輸
送
と
試
験
販
売

　

従
来
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
職
員
等
を
現
地
に
派
遣

佐渡島在タイ日本国大使館特命全権大使との懇談
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し
、
調
査
等
を
行
っ
た
上
で
海
外
に
向
け
た
販
売
戦

略
を
立
案
す
る
例
が
多
い
中
、
他
自
治
体
と
比
べ
決

し
て
早
い
と
は
言
え
な
い
海
外
輸
出
事
業
に
取
り
組

む
に
あ
た
り
、
市
と
し
て
の
本
気
度
を
内
外
に
示
す

た
め
に
は
、
私
自
ら
が
先
頭
に
立
ち
国
内
外
に
発
信

す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
タ
イ
を
選
定
、
私
自

身
が
訪
問
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
回
の
訪
問
調
査
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
コ
ミ
を
は

じ
め
関
係
機
関
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
、
現
地
で
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
加
え
て
国
内
外
に
お
い
て
果
樹
王
国
ひ
が

し
ね
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

と
は
言
え
、
な
ぜ
タ
イ
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
昨

年
６
月
、
駐
日
タ
イ
大
使
館
公
使
と
会
談
す
る
機
会

が
あ
り
、「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
美
味
し
さ
は
万
国
共
通
、

タ
イ
人
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
」
と
の
話
を
い
た
だ

い
た
こ
と
や
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
な
か
で
も
親
日

国
で
経
済
成
長
も
著
し
い
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
産
さ
く
ら
ん
ぼ
の
輸
入
実
績
が
な
い
状
況

を
踏
ま
え
る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
判
断
。
今

年
５
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
の
日
程
で
私
自
身
が
訪

問
し
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
市
内
に
お
い
て
市
場
調
査

と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
た
も
の
で
、

①�

タ
イ
人
の
嗜
好
や
食
文
化
に
さ
く
ら
ん
ぼ
が
受
け

入
れ
ら
れ
る
の
か
。

②�

品
質
保
持
期
間
の
短
い
さ
く
ら
ん
ぼ
が
長
距
離

輸
送
や
高
温
多
湿
の
タ
イ
の
気
候
に
耐
え
ら
れ

る
の
か
。

③�

タ
イ
市
場
に
お
け
る
他
国
や
日
本
国
内
他
地
域
の

さ
く
ら
ん
ぼ
と
の
差
別
化
は
可
能
か
。

④
バ
イ
ヤ
ー
等
の
関
係
者
と
信
頼
関
係
の
構
築
。

　

の
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
別
表
の
活
動
を
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
別
表
・
参
照
）

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
で
、
特
に
「
果
樹
王

国
ひ
が
し
ね　

さ
く
ら
ん
ぼ
試
食
会
＆
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
か
ら
配
慮
い

た
だ
き
地
方
連
携
事
業
・
地
方
の
魅
力
発
信
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
を
受
け
、
在
タ
イ
日
本
国
大
使
公

邸
に
お
い
て
佐
渡
島
志
郎
在
タ
イ
日
本
国
大
使
館
特

命
全
権
大
使
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
現
地
バ
イ
ヤ
ー

や
日
本
食
料
理
店
オ
ー
ナ
ー（
料
理
人
）、
旅
行
代
理

店
、
山
形
県
人
会
、
そ
の
他
関
係
機
関
な
ど
総
勢
42

人
が
参
加
し
、
本
市
の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
は
じ
め
農
産

物
、
特
産
品
の
大
き
な
ア
ピ
ー
ル
の
場
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
参
加
者
か
ら
も
「
日
本
で
も
有
名
な

さ
く
ら
ん
ぼ
の
美
味
し
さ
は
、
タ
イ
市
場
で
も
受
け

入
れ
ら
れ
る
」「
タ
イ
は
日
本
ブ
ー
ム
。
観
光
連
携
に

よ
る
販
売
戦
略
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
な
ど
多
く
の

参
考
と
な
る
話
を
聞
け
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の
本
格
輸
出
に
向
け
た
試
験

輸
送
・
販
売
に
お
い
て
も
、
輸
送
に
よ
る
荷
傷
み
や

高
温
多
湿
の
気
候
に
も
耐
え
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
で

き
た
こ
と
に
加
え
、
日
本
の
小
売
価
格
の
２
〜
３
倍
の

価
格
で
の
販
売
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

消
費
者
か
ら
購
入
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
そ
の
味
が
評

価
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
見
え
た
課
題

　

一
方
、
こ
の
度
の
調
査
に
よ
り
新
た
な
課
題
が
確

認
さ
れ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
タ
イ
の
百
貨
店
で
は

販
売
棚
は
卸
売
業
者
が
買
い
取
る
仕
組
み
が
主
流

で
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
は
年
間
通
し
て
安
定
的
に
販
売

さ
れ
る
果
物
が
好
ま
れ
る
状
況
に
あ
り
、
当
然
、
さ

く
ら
ん
ぼ
の
よ
う
に
季
節
限
定
で
賞
味
期
限
の
短
い

果
物
に
と
っ
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
あ
る
こ
と
も

確
認
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
試
食
販
売
で
は
多
く
の
消
費
者
か
ら
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
た
も
の
の
、
価
格
面
に
お
い
て

は
、
ど
う
し
て
も
購
買
層
は
富
裕
層
に
限
ら
れ
る
こ

と
、
加
え
て
ア
メ
リ
カ
ン
チ
ェ
リ
ー
が
定
番
化
し
て

い
る
タ
イ
の
さ
く
ら
ん
ぼ
市
場
に
お
い
て
、
日
本
産

別表　タイ市場調査＆PR活動内容

①カシコン銀行表敬訪問

②在タイ日本国大使公邸表敬訪問

③東根市さくらんぼ試食会＆プレゼンテーション

④「Thaifex2015」視察

⑤ JETRO バンコク研修「タイ市場について」

⑥バンコク市内百貨店・スーパー視察（試験販売）

⑦法人企業との情報交換

⑧試験輸送（ハンドキャリー・空輸）



27 市政 SEPTEMBER 2015

特集　 地域を潤す農林水産品の輸出戦略

さ
く
ら
ん
ぼ
、
特
に
東
根
産
さ
く
ら
ん
ぼ
は
味
・
品

質
と
も
に
別
格
で
あ
る
こ
と
を
広
く
タ
イ
国
民
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
再
確

認
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
市
と
関
連
が
あ
る
現
地
法
人
企
業
に

駐
在
す
る
日
本
人
と
の
意
見
交
換
会
の
中
で
も
「
さ

く
ら
ん
ぼ
の
美
味
し
さ
は
、
直
接
、
東
根
市
に
足
を

運
ん
で
も
ら
い
、
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
」

と
の
意
見
が
あ
り
、
査
証
要
件
緩
和
に
よ
る
日
本
へ

の
旅
行
者
が
増
え
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
た
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
へ
の
対
応
や
、
現
地
語
に
対
応
で
き
る
通
訳

の
確
保
な
ど
を
図
り
な
が
ら
推
進
す
る
こ
と
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

　
海
外
輸
出
は
将
来
へ
の
投
資

　

こ
う
し
た
諸
課
題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
本
格
的
な

輸
出
事
業
を
推
進
す
る
に
は
、
生
産
者
の
理
解
は
欠

か
せ
な
い
。
さ
く
ら
ん
ぼ
に
つ
い
て
は
、
国
内
市
場

で
も
関
西
以
西
で
は
ニ
ー
ズ
に
対
し
十
分
な
供
給
が

で
き
て
い
な
い
現
状
も
あ
り
、
生
産
者
か
ら
は
「
国

内
市
場
へ
の
売
り
込
み
を
も
っ
と
か
け
て
い
く
べ

き
」
と
の
声
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
私
自
身
、

市
長
就
任
後
、
関
東
市
場
を
は
じ
め
関
西
、
九
州
市

場
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
を
他
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん

で
き
て
お
り
、
生
産
者
の
声
も
も
っ
と
も
な
話
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
海
外
輸
出
は
推
進
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
国
内
市
場
に
と
ど
ま
ら
ず
海

外
で
の
販
売
先
が
増
え
れ
ば
、
価
格
の
決
定
に
お
い

て
生
産
者
側
に
と
っ
て
有
利
に
働
く
こ
と
や
、
海
外

で
の
評
価
が
高
ま
る
こ
と
で
日
本
市
場
に
お
け
る
再

評
価
に
よ
る
付
加
価
値
が
付
き
、
農
家
所
得
の
向
上

が
期
待
で
き
る
。
加
え
て
、
輸
出
に
は
国
内
販
売
と

は
違
い
輸
出
相
手
国
の
安
全
に
対
す
る
基
準
や
検
疫

上
の
規
制
へ
の
対
応
や
輸
送
中
の
温
度
管
理
や
輸
送

資
材
の
技
術
開
発
な
ど
に
よ
り
生
産
・
輸
送
技
術
の

向
上
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
品
質
面
で
の
ブ
ラ
ン
ド

化
が
進
み
、
国
内
販
売
に
お
い
て
も
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
い
と
考
え
る
。
さ
ら
に
は
、
海
外
に
輸
出
で
き
る

道
が
開
か
れ
れ
ば
、
若
者
の
就
農
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
や
、
農
業
に
魅
力
を
感
じ
る
若
者
の

増
加
も
期
待
で
き
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

て
、
海
外
に
向
け
農
産
物
の
輸
出
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
国
内
外
に
向
け
て
「
果
樹
王
国
ひ
が
し

ね
」
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
し
、
農
業
を
は
じ
め
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

在タイ日本国大使公邸での「東根市さくらんぼ試食会＆プレゼンテーション」

バンコク市内百貨店でのさくらんぼの試験販売



28SEPTEMBER 2015 市政

寄稿 5
　
新
た
な
施
策
の
構
築
に
向
け
て

　

山
梨
県
は
、
年
間
を
通
じ
て
日
照
時
間
が
長
く
、

昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
い
こ
と
な
ど
、
果
樹
栽
培
に

適
し
た
気
候
風
土
を
最
大
限
に
生
か
し
た
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
果
樹
生
産
県
と
し
て
、
そ
の
名
を
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
甲
州
市
、
山
梨
市
、
笛
吹
市
の
峡
東
地
域
は
、

古
く
か
ら
ブ
ド
ウ
、
モ
モ
な
ど
の
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
、

県
内
の
果
樹
栽
培
面
積
の
65
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
果
樹
か
ら
派
生
し
た
ワ
イ
ン
産
業
や
観
光
農

園
等
も
盛
ん
で
、
首
都
圏
の
大
消
費
地
に
近
い
立
地
条

件
を
生
か
し
、地
域
産
業
の
す
そ
野
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ブ
ド
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
果
樹
に
つ
い
て

は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
国
内
需
要
の
減
少
、
価
格

の
低
迷
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
る

産
地
の
脆ぜ
い
じ
ゃ
く弱化
が
危き

ぐ惧
さ
れ
る
中
、
輸
入
農
産
物
の

増
加
に
よ
る
国
内
農
産
物
の
市
場
シ
ェ
ア
の
縮
小
に

加
え
て
、
食
の
安
全
確
保
へ
の
対
応
や
経
費
の
増
加

等
に
よ
り
、
き
わ
め
て
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
わ
が
国
の
人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
こ

と
も
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
場
自
体
も
縮
小
し
て

い
く
中
で
、
産
地
間
競
争
も
一
層
進
む
も
の
と
考
え
ら

れ
、
国
や
県
、
地
方
自
治
体
な
ど
各
分
野
と
連
携
し
た

「
新
た
な
施
策
の
構
築
」が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
注
目
が
集
ま
る
「
海
外
で
の
和
食
ブ
ー
ム
」

　

こ
う
し
た
視
点
か
ら
海
外
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、

日
本
産
の
農
林
水
産
物
は
、「
食
味
の
良
さ
」「
品
質

と
安
全
性
の
高
さ
」
か
ら
ア
ジ
ア
や
欧
米
な
ど
、
海

外
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
、
将
来
を
見
据
え
農
産

物
の
輸
出
に
活
路
を
見
出
す
こ
と
も
必
要
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
12
月
に
は
、「
和
食
：
日
本
人
の
伝
統

的
な
食
文
化
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
な
ど
、
日
本
食
ブ
ー
ム
は
世
界
的
な
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
追
い
風
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

国
に
お
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
閣
僚

か
ら
成
る「
農
林
水
産
省
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
」

で
、「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」を

改
定
す
る
と
と
も
に
、「
日
本
再
興
戦
略
」に
お
い
て
、

２
０
１
３
年
に
５
５
０
０
億
円
と
な
っ
た
農
林
水
産

物
・
食
品
輸
出
額
を
２
０
２
０
年
ま
で
に
１
兆
円
と

す
る
た
め
、
食
文
化
・
食
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

全
国
の
ブ
ド
ウ
産
地
が
連
携

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
輸
出
を
促
進

甲こ
う
し
ゅ
う
州
市
長
（
山
梨
県
）　

田た
な
べ辺

　
篤

あ
つ
し

図１　青果物輸出額を80億円から250億円へ

（農林水産省「食文化・食産業のグローバル展開」より抜粋）
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を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
輸
出
額
の
倍
増
に
向
け
た
新
た
な
開
拓
へ

　

現
状
で
は
、
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
額
に
占
め

る
生
鮮
果
物
の
割
合
は
わ
ず
か
１
・
７
％
で
、
額
に

し
て
92
億
円
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
内
訳
で
は
、
リ
ン
ゴ
が
72
億
円
と
独
占
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
輸
出
額
を
倍
増
さ
せ
る
た

め
、
新
規
市
場
の
戦
略
的
な
開
拓
や
年
間
を
通
じ
た

供
給
の
確
立
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
別
・
品
目
別
輸
出
戦
略
に
基
づ
き
、
国

や
県
、
地
方
自
治
体
、
各
種
団
体
ら
が
一
丸
と
な
る

「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
で
実
行
性
の
あ
る
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
の
施
策
を
展
開
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　「
全
国
ブ
ド
ウ
産
地
協
議
会
」
を
設
立

　

本
市
で
は
、
こ
れ
を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
本
県

が
誇
る
ブ
ド
ウ
を
全
国
の

生
産
地
と
連
携
し
て
海
外

に
向
け
積
極
的
に
売
り
込

ん
で
い
き
た
い
と
、
全
国

の
ブ
ド
ウ
産
地
に
お
声
掛

け
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

『
全
国
ブ
ド
ウ
産
地
協
議

会
（
以
下
「
産
地
協
議
会
」

と
す
る
）』を
日
本
で
初
め

て
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
に
は
、
県

内
の
自
治
体
や
農
協
を
は

じ
め
と
す
る
１
道
１
府
８

県
の
26
団
体
が
参
加
し
、
平
成
25
年
４
月
に
本
市
で

開
催
し
た
第
１
回
の
協
議
会
お
よ
び
「
全
国
ブ
ド
ウ

サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
輸
出
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

果
実
の
輸
出
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
全
国
果
実

輸
出
振
興
対
策
協
議
会
等
に
お
い
て
、
日
本
産
果
実

を
世
界
各
国
へ
戦
略
的
か
つ
継
続
的
・
安
定
的
に
輸

出
拡
大
す
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
お
り
、
本
県
で

も「
山
梨
県
果
実
輸
出
促
進
協
議
会
」が
果
実
の
輸
出

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
省
の
補
助
事
業
と
し
て
平
成
25

年
度
に
実
施
し
た
「
日
本
の
食
を
広
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
」
に
は
、
多
く
の
団
体
か
ら
の
応
募
が
あ

り
、
全
国
で
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
拡
大
を
図

る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
業
は
、
全
国
の
産
地
ご
と
で
の
取
り

組
み
が
主
で
あ
り
、
特
に
ブ
ド
ウ
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
日
本
各
地
の
生
産
地
が
連
携
し
て
流
通
対
策

を
研
究
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
は
、
産
地
協
議
会
が
核
と
な
り
、
課
題
を
持

ち
寄
る
な
ど
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
連
携
・
協
力
し

て
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
海
外
輸
出
に
向
け
、 

　
輸
出
技
術
・
冷
蔵
技
術
を
検
討

　

果
実
の
輸
出
を
進
め
る
上
で
数
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　

海
外
に
お
い
て
は
、
多
少
価
格
が
高
く
と
も
健
康･

安
全
性
を
重
視
す
る
傾
向
は
強
い
も
の
の
、
関
税
や

輸
送
費
な
ど
が
加
わ
る
た
め
、
現
地
で
の
販
売
価
格

は
高
額
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
販
売
価
格
を
引
き
下
げ

る
た
め
の
コ
ス
ト
削
減
は
大
き
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
輸
送
技
術
、
冷
蔵
技
術
の
向
上
も
必
要
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
に
は
長
期
貯

蔵
に
つ
い
て
の
実
証
実
験
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ブ
ド
ウ
の
品
種
と
し
て
は
、
海
外
で
も
人
気
の
あ

る「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」と「
ピ
オ
ー
ネ
」、
生
産

量
の
９
割
以
上
が
本
県
で
作
ら
れ
て
い
る「
甲
斐
路
」

の
３
種
類
で
、
約
３
カ
月
一
定
の
条
件
下
で
貯
蔵
し

た
と
こ
ろ
成
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
首
都
圏
の

卸
業
者
や
市
場
で
の
求
評
活
動
、
販
売
店
等
に
お
い

て
の
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
、
消
費
者
か
ら
も

好
評
で
、
市
場
関
係
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
生
産
地
で
の
冷
蔵
・
輸
送
中
の
温
度
管
理
、

輸
出
の
窓
口
と
な
る
空
港
、
港
近
く
に
冷
蔵
ハ
ブ
拠

点
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
輸
出
に
適
応
し
た
品
質
管

理
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
海
外
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査

　

ま
た
、
輸
出
の
促
進
に
向
け
て
は
、
相
手
国
で
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
は
じ
め
、
そ
の
国
の
商
習
慣

を
熟
知
す
る
人
材
の
確
保
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
産
地
協
議
会
が
ブ
ド
ウ
の

品
目
別
の
団
体
と
な
り
、
国
や
県
の
力
強
い
支
援
も

得
る
中
で
、
民
間
事
業
者
と
も
連
携
し
取
り
組
ん
で
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
８
月
に
本
市
と
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
の
連
携

事
業
で
、
台
湾
・
台
北
市
の
有
名
百
貨
店
に
お
い
て

輸出に向けた事業展開が確認された「全国ブドウサミット」
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果
物
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

ひ
と
房
４
０
０
０
円
近
い
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

を
求
め
る
お
客
さ
ま
も
多
く
、
そ
の
購
買
力
の
高
さ

を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
百
貨
店
関
係
者
か
ら
は
、「
今
日
は
〇
〇

県
、
あ
し
た
は
〇
〇
市
、
明
後
日
は
〇
〇
農
協
と

い
っ
た
よ
う
に
競
争
で
P
R
を
行
っ
て
お
り
、
日
本

と
し
て
の
統
一
し
た
P
R
戦
略
が
感
じ
ら
れ
な
い
」

と
の
指
摘
や
「
輸
出
業
者
が
市
場
か
ら
入
手
し
た
ブ

ド
ウ
を
海
外
へ
輸
出
す
る
こ
と
が
多
く
、
腐
敗
や
脱

粒
な
ど
品
質
に
対
す
る
問
題
も
発
生
し
、
ジ
ャ
パ
ン

ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
信
頼
性
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
て

い
る
」と
の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

産
地
協
議
会
の
設
立
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
課
題
に

取
り
組
む
品
目
別
の
団
体
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
、
日
本
産
ブ
ド
ウ
を
「
ジ
ャ
パ

ン
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
世
界
に
向
け
て
売
り
込
む
こ

と
の
必
要
性
を
再
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
省
の
補
助
事
業
を
活
用
　 

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
イ
ス
ラ
ム
圏
域

　

平
成
27
年
度
は
、
農
林
水
産
省
の
農
林
漁
村
６
次

産
業
化
対
策
事
業
の
「
産
地
間
連
携
等
に
よ
る
輸
出

振
興
体
制
の
構
築
を
図
る
取
組
」
に
関
す
る
補
助
事

業
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
本
事
業
を
活
用
し
、

産
地
間
連
携
の
手
法
検
討
、
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
調

査
、
販
路
拡
大
事
業
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

　

輸
出
に
向
け
て
は
、
ま
ず
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
化

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
産
地
協
議
会
で
は
、
世
界

の
人
口
の
４
分
の
１
を
占
め
、
３
０
０
兆
円
の
巨
大

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
も
言
わ
れ
る
イ
ス
ラ
ム
圏
域
を
目
標
と

し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
の
足
掛
か
り
と
し
て
、
今
年
度
は
イ
ス

ラ
ム
教
を
国
教
と
し
、
経
済
成
長
が
著
し
い
マ
レ
ー

シ
ア
に
お
い
て
市
場
調
査
、
販
路
開
拓
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
国
民
の
約
60
％
が
イ
ス
ラ
ム
教

徒
で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ハ
ラ
ー
ル
認
証
制
度
は

政
府
管
掌
機
関
の
Ｊ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｍ（
ジ
ャ
キ
ム
）が
運
営

を
担
当
し
て
お
り
、
他
の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
信
用
度

も
非
常
に
高
い
状
況
で
す
。

　

次
年
度
以
降
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
中
東
諸
国
に
対

し
て
、
ブ
ド
ウ
輸
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　
輸
出
拡
大
に
向
け
た
検
討
課
題

　

ブ
ド
ウ
の
輸
出
の
場
合
、
国
内
の
産
地
で
連
携
し

て
出
荷
し
な
い
と
、
ロ
ッ
ト
が
小
さ
く
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
国
内
の
産
地
が
連
携

し
て
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
課
題
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
、

①�

産
地
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
細
か
い
合
意
形
成

が
現
状
で
は
困
難
。

②�

合
意
形
成
で
き
た
と
し
て
、
各
産
地
を
跨
ぐ
出
荷

調
整
シ
ス
テ
ム
が
な
い
。

③�

長
期
出
荷
の
た
め
に
重
要
な
保
存
技
術
が
確
立
し

て
い
な
い
。
特
に
香
り
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
。

④�

輸
出
コ
ス
ト
の
面
で
成
立
す
る
の
か
不
透
明
。

⑤�

相
手
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
特
性
が
不
透
明
で
あ
る
た

め
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
困
難
、
等
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
全
国
ブ
ド
ウ

産
地
協
議
会
で
は
、
全
国
の
産
地
の
合
意
を
得
る
た

め
の
、
検
討
会
・
学
習
会
の
開
催
、
ハ
ラ
ー
ル
認
証

制
度
の
導
入
検
討
、
輸
出
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と
し
て
の

Ｇ
Ｉ
制
度
の
導
入
の
検
討
、
産
地
を
跨
い
だ
出
荷
調

整
シ
ス
テ
ム
の
検
討
、
長
期
保
存
技
術
の
改
良
方
法

の
検
討
、
輸
送
方
法
の
違
い
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
の
明
確
化
、
コ
ス
ト
計
算
、
相
手
国
へ
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
お
よ
び
現
地
の
デ
パ
ー
ト
で
の
展

示
・
販
売
の
試
行
等
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
重
要
な
高
品
質
の
ブ
ド
ウ
栽
培

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
と
同
時
に
必
要
と
な
る
の

が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
要
望
に
応
え
た
高
品
質
な
ブ
ド

ウ
の
生
産
で
す
。
輸
出
を
進
め
る
上
で
は
、
圃
場
の

選
定
、
規
格
の
統
一
、
病
害
虫
防
除
の
徹
底
な
ど
、

農
家
の
皆
さ
ん
自
身
が
輸
出
を
念
頭
に
し
た
栽
培
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

産
地
協
議
会
で
は
、
未
来
を
担
う
全
国
の
若
者
が

夢
と
希
望
を
持
ち
、
ブ
ド
ウ
や
モ
モ
な
ど
の
生
産
現
場

に
参
加
し
て
い
け
る
よ
う
、
果
樹
農
業
を
「
守
り
か
ら

攻
め
の
成
長
産
業
」
へ
と
転
換
す
る
た
め
の
活
動
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。




